私 は フ ラ ンス 哲学に は ドイツ 哲学 や イギリス 哲学と 

異なった 独得な 物の 見方 考え方が あると 思う。 しかし 

私 は 今 それにつ いて 詳しく 考え、 詳しく 書く 暇 を 有た 

ない。 ただこれ まで 人に 話したり、 或は 機に 触れて 書 

いたりし たこと を、 思い出る ままに 記す だけで ある。 

デカルト といえば、 合理主義 的 哲学の 元祖で ある。 

しかし 彼の 『省察 録』 Meditationes など を 読んでも、 

すぐ 気附 くこと は、 その 考え方の 直感的な ことで ある _ 

単に 概念的 論理的で ない。 直感的に 訴える ものが ある 

ので ある。 パスカルの 語 を 借りて いえば、 単に 



resprit de g6om6trie 〔幾何学の 精神」 でなくて、 

resJH.it de finesse 〔繊細の 精神〕 というものがあると 

思う。 フランス 哲学の 特色 は 後者に ある。 同じ デ カル 

トの流 を 汲んだ 人で も、 マ— ルブラン シ ュとス ピノ ザ 

と を 比べて 見れば、 思 半に 過ぐ る ものが あるで あろ 

う。 

元来 芸術的と 考えられる フランス 人 は 感覚的な もの 

によ つ て 思索 するとい うこと がで きる。 感覚的な もの 

の 内に 深い 思想 を 見る ので ある。 フランス語の 「サン 

ス」 sens という 語 は 他の 国語に 訳し難い 意味 を 有つ 

ている。 それ は 「センス」 sense でもない、 「ジン」 



Sinn でもない。 マ ー ルブラン シ ュ はいう まで もな く、 

デカルトに すら それが あると 思われる。 しかし 私はフ 

ラ ン ス 哲学 独得な 内感的 哲学 の 基礎 は パスカル によつ 

て 置かれた かに 思う。 その 「心に よっての 知」 

connaissanceps- coeiir は 「サ、 ノ - アンチ — 4」 sens 

intime 〔内奥 感、 内密 感、 内 親感〕 として メ — ン- ドウ- 

ピランの 哲学 を 構成し、 遂にべ ルグ ソンの 純粋 持続に 

まで 到った と 考える ことができる。 メ ー ン • ドウ • ビ 

ラン は パスカルが 賞 讚 するとい つた ceux qui 

clierdient en g§missant 〔うめきながら 探求す る 者〕 

というよ うな 哲学者で あつ た。 



は 日常 的 世界で ある (そこが 哲学の アルファ でも オメ 

ガ でも ある)。 彼の 描いた 自己 は 日常 的 世界に おいて 

生きぬ いた 自己で ある。 しかし そこから はすぐ パス 力 

ルの 『パン セ ー』 の 世界に も 行ける。 彼 は 偉大な 凡人 

である。 モンテ— ンが フランス 人に こういう 物の 見方 

考え方 を 教えた ともい える であろう。 そこから ラ -ブ 

リュイ エル ゃヴォ ー ヴ ナルグ などの いわゆる モラ リス 

ト へ 行く こと もで きる が、 途はメ —ン • ドウ • ビ ラン 

やべ ルグ ソンの 哲学へ も 通ず るので ある。 

京都へ 来た 初 頃に は、 私 は大に ベルグ ソンに 共鳴し 



ていた。 私が 始めて ベルグ ソン を 知った の は、 まだ 四 

高に いた 頃であった。 その 頃 はべ ルグ ソンと いう 名 は、 

まだ 世の中に 知られて いない 頃であって、 私 も その 如 

何なる 人 か を 知らなかった。 ただ その 頃 私 は 純粋 経験 

という 考を 中心として 考えて いたので、 Sur les 

donn§es imm^diEltes de 1 ひ conscience. 〔『音 に 直 

接 与えられて いるものに ついての 試論』 (岩波 文庫 版 

書名 は 『時間と 自由』)〕 という 書名に 誘われた ので あ 

る。 しかし 最初に ベルグ ソンの 精神 を摑ん だの は、 独 

訳の Einmiirung in die Metaphysik 〔『形而上学 入 

門』〕 であった。 また どういう 機会からで あつたか、 ムマ 



は 思い出せな いが、 私 は 早くから メ ー ン . ドウ • ビラ 

ンに 非常に 興味 を 有って いた。 しかし 彼 自身の 著書 を 

手に入れる こと は、 困難であった。 京都大学へ 来て か 

ら、 学校へ、 ナヴ ィルの 出版した Oeuvres in§dites 

de Maine de roiran 〔『メ ー ヌ • ド • ピラン 未刊行 著作 

集』〕 を 購入す る ことができ たので、 晚 年の 

！ Pondements de 1 ひ psyclloloTOie 〔『、も 理-学 の 基礎』〕 や 

Anthropologie 〔『人間学 新 論』 の 略称〕 など を 読む こ 

とがで きた。 今でも 私 は 時に J-agis, jeveux, done je 

suis 〔我 行為す、 我意 志す、 故に 我 あり〕 などい う 語 を 

引用す る ことがある。 しかし ク— ザンの 出版した もの 



ヴェ ッ ソンな どの 哲学に おいて は、 習慣と いう ものが 

世界観の 根本的な 役目 をして いる。 ラヴ エツ ソン は 

シ ェ リングの 影響 を 受けた というが、 シ ェ リングの 同 

一 が、 メ ー ン • ドウ .ビ ランの 影響に よって、 ラヴ ェ ッ 

ソンに おいて 習慣と な つたと 考えられ るの は 面白い。 

如何に 同様な 考え方が ドイツと フランスと によって 異 

なる かが 分る。 ロックの 経験論の 影響 を 受けた コン 

ディ ャック の 流から メ— ン . ドウ . ビ ランな どが 出た 

の も 同様で ある。 無論、 コン ディ ャック の 感覚と いう 

のが、 既に ロックな どの 感覚と いう ものと 同一の もの 

でなかった かも 知れない。 



フランス 哲学で 合理主義 といつ て も、 単に 概念的で 

ない。 デカルトが Clare etdistincte 〔明晰 判明〕 とい 

う 所に、 既に 視覚 的な ものが ある。 優れた フランスの 

思想家の 書いた ものに は、 ショぺ ン ハウェルが 深くて 

明徹 なスゥ イスの 湖水に 喩えた ような ものが 感ぜられ 

る。 私 は アン リ. ポアンカレの ものな どに そういう も 

の を 感ずる ので ある。 

我国で は 明治の 初年 は 如何に あつたか 知らないが、 

大体 一 一十 年頃 以前 は 英国 哲学の 影響 を 受け、 一 一十 年頃 



以後 は ドイツ 哲学の 影響 を 受け て、 今日に 至った とい 

い 得る であろう。 私 は ドイツ 哲学の 優秀 を 疑う もので 

はない が、 右に いったよ うに、 フランス 哲学に はフラ 

ンス 哲学に 独得な ものが あり、 それ は ドイツ 哲学 ゃィ 

ギリス 哲学に はない ものであると 思う。 概念的 体系 に 

捕われて 案外に 内容の 貧弱な ものよりも、 かえって 直 

覚 的な 物の 見方 考え方に おいて 優れた 所が あるかと 思 

う。 私 は 考える に、 ギリシャ 哲学に は 深い 思索的な 概 

念 的な 所と、 美しい 芸術的な、 直感的な 所があった。 

前者 は ドイツ人が y J れを 伝え、 後者 は フランス 人が ザ J 

れを 伝えた といい 得る ではなかろう か。 
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